
12月

19日
、
自
治
労
連
第

33回
組
織
集
会
が
開
催
さ
れ

全
国
の
仲
間
２
８
４
人
（
愛

媛
８
人
）
が
参
加
。
例
年
な

ら
２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
ｗ
ｅ
ｂ
開
催

か
つ
日
程
を
１
日
に
短
縮
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
特
別
報
告
で
は

「
新
採
獲
得
へ
の
努
力
と
工

夫
」
で
埼
玉
県
所
沢
市
職
労

か
ら
自
分
た
ち
が
楽
し
み
な

が
ら
拡
大
す
る
視
点
で
の
組

合
説
明
会
を
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
実

演
、
「
非
正
規
・
公
務
公
共

関
係
労
働
者
の
組
織
化
」
の

と
り
く
み
と
し
て
、
職
場
が

点
在
す
る
組
合
員
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

情
報
発
信
の
実
例
の
紹
介
な

ど
、
５
事
例
の
報
告
と
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
基
調
報
告
で
は
「
お
手
紙

作
戦
」
「
複
数
回
の
加
入
呼

び
か
け
」
が
組
合
加
入
に
結

び
付
い
て
い
る
実
践
例
を
挙

げ
、
「
ス
ピ
ー
ド
」
と
「
ね

ば
り
」
で
の
加
入
拡
大
を
提

起
。
午
後
か
ら
は
全
国
を
３

グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
分
散
会

に
。
分
散
会
で
は
、
組
合
説

明
会
向
け
に
単
組
で
作
成
さ

れ
た
説
明
動
画
を
上
映
し
、

製
作
者
の
作
成
意
図
や
説
明

会
で
の
工
夫
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
拡
大
に
向
け
て
の
課

題
共
有
や
各
地
方
組
織
か
ら

の
質
疑
・
報
告
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
県
内
単
組
の
参
加

者
か
ら
は
「
基
調
報
告
・
特

別
報
告
な
ど
短
い
時
間
の
コ

マ
で
聞
き
や
す
か
っ
た
」

「
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
よ
う
な

時
期
だ
か
ら
こ
そ
の
悩
み
や

活
動
を
共
有
で
き
て
よ
か
っ

た
」
「
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か

ら
こ
そ
、
労
働
組
合
本
来
の

姿
・
価
値
の
見
え
る
化
に
努

め
た
い
！
」
な
ど
の
感
想
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

県
本
部
女
性
部
は

12月

20

日
、
第

54回
定
期
大
会
を
開

催
し

10単
組

26人
（
う
ち
ｗ

ｅ
ｂ
５
人
）
が
参
加
し
て
、

新
年
度
運
動
方
針
案
を
決
定

し
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

太
田
部
長
が
「
女
性
部
と
し

て
初
め
て
の
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
の

大
会
。
こ
の
１
年
、
コ
ロ
ナ

に
振
り
回
さ
れ
コ
ロ
ナ
関
係

の
業
務
が
増
え
る
一
方
、
国

内
で
は
経
済
的
影
響
や
家
庭

環
境
の
変
化
な
ど
で
、
女
性

の
自
殺
者
急
増
と
い
う
問
題

が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

時
だ
か
ら
こ
そ
女
性
た
ち
は

孤
立
せ
ず
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

本
部
女
性
部
の
田
頭
部
長
は

「
『
コ
ロ
ナ
不
況
が
女
性
を

直
撃
』
と
い
う
番
組
で
、
経

済
的
に
脆
弱
な
ひ
と
り
親
家

庭
の
困
窮
の
深
刻
さ
を
報
じ

て
い
た
。
命
と
く
ら
し
を
最

優
先
に
す
る
政
治
が
必
要
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
社
会

改
革
を
」
と
来
賓
あ
い
さ
つ
。

経
過
報
告
、
保
育
部
会
・
保

健
師
部
会
報
告
に
続
い
て
単

組
女
性
部
の
活
動
と
し
て
、

○
千
羽
鶴
○
ち
ひ
ろ
カ
レ
ン

ダ
ー
普
及
○
い
ち
ご
狩
り
○

パ
ン
教
室
○
県
自
治
研
へ
の

参
加
○
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な

ど
多
彩
に
活
動
。
要
求
で
は
、

育
児
短
時
間
勤
務
・
部
分
休

業
の
年
齢
引
き
上
げ
、
女
性

対
象
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
、
コ

ロ
ナ
影
響
で
給
食
調
理
時
間

が
短
縮
さ
れ
作
業
増
え
た
た

め
人
員
確
保
を
要
求
、
な
ど

と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

県
本
部
現
業
評
議
会
は

12

月

25

日
、
県
教
育
委
員
会

「
学
校
給
食
担
当
課
要
請
」

を
実
施
し
３
単
組
５
人
が
参

加
。
県
教
委
は
、
保
健
体
育

課
係
長
と
指
導
主
事
（
栄
養

教
諭
）
の
２
人
が
対
応
。

「
教
育
の
一
環
と
し
て
安
全

で
豊
か
な
学
校
給
食
を
求
め

る
要
請
書
」
を
提
出
し
、
調

理
場
の
現
場
実
状
を
伝
え
改

善
を
求
め
ま
し
た
。
（
以
下

抜
粋
要
約
･
文
責
県
本
部
）

《
個
別
質
問
・
要
望
》
◎
学

校
給
食
の
充
実
の
た
め
、
栄

養
士
を
国
基
準
に
県
独
自
の

加
配
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
正
規
退
職
不
補
充
の
中
、

会
計
年
度
任
用
職
員
で
穴
埋

め
し
て
い
る
が
、
業
務
内
容

が
重
労
働
で
賃
金
が
安
く
応

募
が
な
い
。
人
員
不
足
改
善

を
指
導
・
助
言
し
て
ほ
し
い
。

◎
巨
大
給
食
セ
ン
タ
ー
化
の

計
画
に
つ
い
て
「
教
育
と
し

て
の
学
校
給
食
推
進
」
の
観

点
、
ま
た
、
安
全
・
安
心
で

豊
か
な
学
校
給
食
実
施
の
た

め
、
自
治
体
へ
の
聞
き
取
り

を
行
い
、
措
置
の
助
言
な
ど

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
調
理
員
か
ら
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
場
合
、

出
勤
停
止
と
な
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
と
同
様
に
「
特

別
休
暇
」
で
の
対
応
が
妥
当

と
思
わ
れ
る
が
見
解
を
。

県
教
委
か
ら
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
食
へ
の
対
応
や
食
中
毒

へ
の
リ
ス
ク
軽
減
の
面
か
ら

だ
と
セ
ン
タ
ー
化
よ
り
自
校

式
の
方
が
有
効
性
は
高
い
が
、

各
市
町
の
財
政
上
の
観
点
も

考
慮
が
必
要
。
ウ
イ
ル
ス
等

の
検
出
に
よ
る
出
勤
停
止
は

県
で
は
病
気
休
暇
扱
い
。
病

気
休
暇
で
対
応
可
能
で
は
な

い
か
と
思
う
、
な
ど
の
や
り

と
り
を
行
い
ま
し
た
。

（１） 第５２８号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２１年 １月２０日

第 ５２８ 号

日 程

【１月】

22 自治労連全国代表者会議

23 自治労連青年部全国委員

会（web）

自治労連現業評議会都道

府県代表者会議（web）

30 愛媛労連中央委員会

（共済会館）

【２月】

１ 「批准投票」開始

６ 非正規公共労働者全国交

流集会（web）

11 自治労連機関紙宣伝交流

集会（web）

13 県本部2021中央委員会

（松山）

15 愛媛労連春闘キャラバン

（～3/5）

19 南予総支部代表者会議

20 青年部幹事会

21 自治体で働く保育労働者

のWeb全国集会・全体会

27 自治労連青年・女性ステッ

プセミナー（web併用）

28 自治体で働く保育労働者

のWeb全国集会・分科会

■１月４日、仕事始めの日にあわせ、単組では朝ビラなどを実施しています。

《県本部から新年の決意》

昨年は新型コロナウイルスの感染拡大に翻弄された年となり、その影響は私たち労働者の「働き方」

や「賃金」のみならず、「雇用」そのものにまで大きな影響を及ぼしました。労働組合として労働環境

が悪化する時こそ労働者が一致団結をしなければならない情勢である反面、従来のように集団で集まる

ことが難しく、意思統一を図る方法から検討を余儀なくされました。

しかし、困難な状況にありながらも組合員交流や各機関会議の実施方法について様々な創意工夫が

生まれ、運動と要求前進も生まれています。コロナ禍でも地域住民が安全・安心でくらし続けるため

に公務公共サービスの役割と機能が十分に発揮されつづけなければならず、そのためには従事する労

働者も安心して働きつづけられる環境がより一層求められています。いまこそ労働組合運動の原点で

もある組合員の要求にしっかり耳を傾ける時であると捉え、これまで以上に職場での「見える労働組

合運動」をめざす年にしたいと思います。運動の中で生まれる知恵や新しいアイデアを結集し、単組

活動のより一層の活性化に向けて情報発信と単組サポートを県本部としても全力で取り組みます。



県
本
部
青
年
部
は

12月

19

日
、
砥
部
町
で
「
パ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
４
単

組
９
人
が
参
加
。
幹
事
会
で

「
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
ど
で
き
る

交
流
を
し
よ
う
」
と
相
談
し
、

今
回
の
開
催
を
決
定
し
ま
し

た
。
坂
東
青
年
部
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
で
集
ま
る
こ
と
も
難

し
い
で
す
が
、
少
人
数
だ
か

ら
で
き
る
交
流
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
日
は
楽
し
ん
で

プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど

あ
い
さ
つ
。
３
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
２
コ
ー
ス
（

36ホ
ー

ル
）
の
成
績
で
競
い
合
い
ま

し
た
。
ま
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
の
景
品
と
し
て
「
う
ま

い
棒
」
の
つ
か
み
取
り
も
企

画
。
簡
単
な
よ
う
に
見
え
て

も
意
外
と
難
し
く
、
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
が
出
る
た
び
に
歓

声
が
上
が
り
、
み
ん
な
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

津
島
吉
田
病
院
局
労
組
は

12月

16日
、
執
行
委
員
会
を

開
催
し
９
人
が
参
加
。
石
村

書
記
長
か
ら
経
過
と
し
て
人

勧
確
定
交
渉
に
つ
い
て
「
医

療
従
事
者
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
考
え
る
と
不
本
意
で

は
あ
る
が
期
末
手
当
の
削
減

は
当
局
案
で
妥
結
し
た
」
と

報
告
。
病
院
・
施
設
の
職
場

報
告
で
は
、
発
熱
外
来
の
対

応
、
コ
ロ
ナ
抗
原
と
イ
ン
フ

ル
の
同
時
検
査
を
実
施
。
病

床
に
対
応
す
る
看
護
師
の
人

選
や
勤
務
体
制
な
ど
の
課
題

で
要
求
書
を
提
出
予
定
。
２

交
代
勤
務
導
入
提
案
の
課
題
、

病
休
に
よ
る
職
員
不
足
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
２
交

代
制
勤
務
の
導
入
が
提
案
さ

れ
る
中
、
変
則
勤
務
と
労
働

時
間
積
算
の
考
え
方
や
変
形

労
働
制
の
し
く
み
に
つ
い
て

執
行
部
の
理
解
を
す
す
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
次
回

執
行
委
員
会
以
降
で
学
習
会

を
開
催
す
る
こ
と
も
検
討
と

し
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は

12月

14日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
８
人

が
参
加
。
愛
媛
労
連
が
提
起

し
て
い
る
「
雇
用
を
守
る
ビ

ラ
」
の
配
布
に
つ
い
て
検
討
。

「
執
行
委
員
一
人
あ
た
り

10

枚
を
割
り
当
て
近
所
に
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
す
る
」
と
の
提
案

で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
保
育

士
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は

「
現
場
の
組
合
員
か
ら
書
類

作
成
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
の

増
設
の
要
望
が
あ
る
。
現
状

を
客
観
的
に
整
理
す
る
た
め

職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
案
し
、

今
後
具
体
化
に
へ
担
当
執
行

委
員
と
確
認
す
る
」
と
し
ま

し
た
。
組
織
拡
大
に
つ
い
て

は
執
行
委
員
か
ら
、
対
象
者

と
の
年
齢
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
な
ど
の
悩
み
も
出
さ
れ
、

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

県
本
部
保
育
部
会
は

12月

20日
、
幹
事
会
を
開
催
し
６

単
組
７
人
が
参
加
。
活
動
経

過
で
は
、

11月
県
自
治
研
保

育
分
科
会
、
保
育
署
名
の
と

り
く
み
、
県
本
部
女
性
部
定

期
大
会
で
、
保
育
部
長
が
井

出
ア
ヅ
サ
さ
ん
（
今
治
市
職
）

か
ら
兵
頭
典
子
さ
ん
（
宇
和

島
市
職
）
へ
交
代
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

の
と
り
く
み
で
は
「
県
子
育

て
支
援
課
要
請
・
懇
談
」
の

２
月
上
旬
実
施
を
確
認
。
主

に
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
感
染
症
拡
大
時
・
災
害
発

生
時
の
保
育
園
の
対
応
・
開

閉
所
基
準
な
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
、
統
一
し
た
対
応
」

「
職
員
の
労
働
時
間
管
理
の

徹
底
、
休
憩
時
間
の
確
保
」

と
合
わ
せ
「
書
類
の
簡
素
化
」

「
幼
稚
園
免
許
更
新
時
の
職

免
・
費
用
補
助
」
「
給
食
費

無
償
化
の
検
討
」
な
ど
で
要

請
懇
談
を
行
う
予
定
と
し
ま

し
た
。
職
場
交
流
で
は
「
保

育
士
へ
の
応
募
、
特
に
年
々

正
規
保
育
士
の
応
募
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
若
い
人
の

応
募
も
減
っ
て
い
る
な
ど
の

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
洲
市
職
は

12月

14日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
６
人

が
参
加
。

11月

25日
団
体
交

渉
で
の
会
計
年
度
職
員
の
要

求
に
つ
い
て
、
①
期
末
手
当

は
人
勧
に
準
拠
し
引
き
下
げ
。

②
現
在
の
初
任
給
設
定
・
基

本
給
の
上
限
・
手
当
な
ど
は

必
要
が
あ
れ
ば
見
直
す
。
③

退
職
手
当
の
支
給
対
象
は
会

計
年
度
職
員
と
な
っ
た
以
降

の
任
用
期
間
の
み
。
な
ど
交

渉
結
果
を
報
告
。
門
多
委
員

長
か
ら
「
退
職
手
当
支
給
は

会
計
年
度
職
員
制
度
ス
タ
ー

ト
以
前
か
ら
の
要
求
。
交
渉

で
引
き
続
き
協
議
す
る
」
と

話
し
、
課
題
の
整
理
を
行
い
、

今
後
の
と
り
く
み
を
協
議
。

「
働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
と
り
く
む
こ
と

を
確
認
。
次
回
執
行
委
員
会

で
、
定
期
大
会
開
催
に
向
け

た
準
備
を
行
い
ま
す
。

県
本
部
書
記
部
会
は
、

12

月

16日
定
期
総
会
を
開
催
、

９
単
組

13人
が
参
加
。
午
前

の
総
会
で
は
「
県
支
部
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
共
済
実
務
研
修

会
」
へ
の
参
加
、
「
書
記
集

会
の
開
催
」
な
ど
を
報
告
、

世
話
人
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
県
本
部
新
共
済
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
提
案
を
受
け
、

「
加
入
継
続
者
の
恩
恵
や
新

た
な
共
済
の
拡
大
に
つ
な
が

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
進
め

る
た
め
の
要
望
・
意
見
を
出

し
ま
し
た
。
午
後
は
「
単
組

で
の
書
記
業
務
で
聞
き
た
い

こ
と
」
を
全
体
で
共
有
、
書

記
と
し
て
の
悩
み
な
ど
出
し

あ
い
ま
し
た
。
最
後
に
書
記

部
会
要
望
書
と
し
て
「
書
記

と
の
話
し
合
い
」
「
労
働
条

件
の
文
書
確
認
」
な
ど
を
決

め
、
１
月
県
本
部
執
行
委
員

会
で
提
出
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
サ
ン
タ
さ
ん
来
て
く
れ
な

い
か
な
と
思
い
な
が
ら
眠
り

に
つ
き
ま
し
た
が
、
朝
枕
元

を
み
て
も
や
は
り
何
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
し
で
い
い
か
ら

コ
ロ
ナ
問
題
を
解
消
し
て
ほ

し
い
、
神
頼
み
な
ら
ぬ
サ
ン

タ
頼
み
で
す
。

（
新
居
浜
・
山
田
）

■
娘
の
誕
生
日
と
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
鬼
滅
の
刃

の
コ
ミ
ッ
ク
ス
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
娘
も
大
喜
び
で
し
た
が
、

親
の
私
も
大
興
奮
で
す
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
年
末
年
始
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
ど
こ
に
も
行
け
ず
…
。

コ
ロ
ナ
の
せ
い
な
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
は
特
に

一
年
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
た
な
と
感
じ
て
ま
す
。

（
愛
南
・
猪
野
）

■
あ
っ
と
い
う
間
に
…
も
う

一
年
の
過
ぎ
る
速
さ
に
た
だ

驚
く
ば
か
り
で
す
。

（
新
居
浜
・
筒
井
）

■
年
末
に
引
っ
越
し
が
決
ま

り
一
足
早
く
大
掃
除
。
ゴ
ミ

も
家
具
も
な
く
な
っ
た
部
屋

を
見
て
ス
ッ
キ
リ
し
つ
つ
、

な
ん
と
な
く
さ
み
し
い
気
持

ち
に
も
な
っ
た
り
。
３
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
買
い
物
に
は
エ
コ
バ
ッ
ク

持
参
。
先
日
お
じ
さ
ん
が
犬

柄
の
エ
コ
バ
ッ
ク
を
広
げ
て

い
て
微
笑
ま
し
く
思
い
ま
し

た
。
今
は
、
マ
ス
ク
、
手
洗

い
、
エ
コ
バ
ッ
ク
で
す
ね
。

（
伊
予
・
水
元
）

■
来
年
度
よ
り
幼
稚
園
が
こ

ど
も
園
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま
す
。

（
西
条
・
頼
木
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５２８号

２０２１年 １月２０日

■
５
２
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ホ
ッ
ポ
ウ
リ
ョ
ウ
ド
」

（
北
方
領
土
）
で
し
た
。
正

解
は

13通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

山
田
梨
央
（
新
居
浜
）

森
一
義
（
今

治
）

菊
地
紫
帆
（
西

予
）

筒
井
芙
美
香
（
新
居
浜
）

上
本
真
由
（
伊

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
２
月

27日
【
発

表
】
５
３
０
号
（
３
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①必要がないこと。○○○○○○物は買うな

④（仏語）気軽に利用できる小レストラン

⑦ニュージーランドの国鳥

⑧感染症などの予防のため、海港・空港・国

境などで人・貨物・家畜などの検査・診察

を行うこと。

⑨きまりきった手続や手順。○○○○ワーク

【タテのカギ】

①福引きでくじを引くための券

②死ぬ。はかなく消えること。

「刑場の○○○○○○。」

③しょ○○くていつるべ

⑤○○○○⇔ハイキー

⑥テレビ番組「○○○○！なんでも鑑定団」

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

感
染
防
止
へ
改
め
て
「
…
の
こ
と
は
し
な
い
」

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


